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と上手く付き合う社会へ

河野 毅 （国際社会学部 教授） 
  

プログラム と をプライバシーの侵

害という理由で各国政府が規制する動きが報道さ

れている。一方、その の有用性について

の報道も多い。条件を与えると 言語パイソンを使

って数秒でゲームを書いたり、製薬目的でタンパク

質の構造を提案したり、これまでプログラマーが骨

を折ってきた仕事は が数秒で仕上げる。

の可能性を恐れる言説は多い。先述のプライ

バシーの侵害問題は法令と技術革新で対策が可

能であるが、 が人類を滅亡させるという極端な噂

は一神教の終末論に合わせて議論が沸騰している。

重要なのは、 と上手く付き合う社会を作るため

に何に留意すべきかだ。ここでは留意するべき 点

を提案したい。第 に、新技術が導入されるときに

起こる権力闘争だ。新技術 の導入が既得権益を

脅かすと権力者はあらゆる手を使って新技術を独

占しようとする。 の普及を規制したり、アルゴリズ

ムを操作し自分に有益な情報を流布したり、偽情報

で大衆を煽動したり、政敵を監視したり、武器を作

ったり、である。

第 に、上記権力闘争が国家間の場合は、その

開発競争だ。 開発と社会への導入で先行する米

国がノロノロしていると中国にあっという間に追い抜

かれるだろう。 と日本は傍観者だろうか。問題は、

どの企業が 技術をコントロールするかであるが、

知財保護や補助金など技術の発展に必要なプラッ

トフォームの提供者は国家である。

第 に、 はヒトと双方向性をもつ技術で、それ

も見えないところでヒトの知的能力を凌駕して成長
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していく点だ。この「双方向性」は、これまでの新技

術とは全く異なる。例えば、核技術は爆弾に使われ

たり発電に使われたりするがヒトとの双方向性はな

い。だからヒトは正誤の価値判断に基づいて各技

術の目的を判断してきたが、双方向性のある が

働きかけてヒトの正誤の判断を左右するだろう。

技術は常に使う目的の正誤の判断を伴う。その

正誤判断は社会の権力関係で決まり、その関係は

国家の種類で変わる。民主国家は透明性と民主制

を重視するが独裁国家は権力者が勝手に正誤を

判断する。そして正誤の判断基準は権威からくるの

で、ヒトが神や家族や国家ではなく、 を権威と信

じ、影響され、行動する社会での正誤の判断は

が担うことになる。

と上手く付き合う社会を作るために、我々ヒト

全員が を学び、その使う目的の正誤の判断をヒ

トがする社会を作るべきだ。 開発とルール作りは

いたちごっこであるので、我々は に慣れそのル

ール作りの議論に活発に参加するべきだ。社会の

無知は権力者を利するだけである。
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河野 毅 （国際社会学部 教授） 
  

プログラム と をプライバシーの侵

害という理由で各国政府が規制する動きが報道さ

れている。一方、その の有用性について

の報道も多い。条件を与えると 言語パイソンを使

って数秒でゲームを書いたり、製薬目的でタンパク

質の構造を提案したり、これまでプログラマーが骨

を折ってきた仕事は が数秒で仕上げる。

の可能性を恐れる言説は多い。先述のプライ

バシーの侵害問題は法令と技術革新で対策が可

能であるが、 が人類を滅亡させるという極端な噂

は一神教の終末論に合わせて議論が沸騰している。

重要なのは、 と上手く付き合う社会を作るため

に何に留意すべきかだ。ここでは留意するべき 点

を提案したい。第 に、新技術が導入されるときに

起こる権力闘争だ。新技術 の導入が既得権益を

脅かすと権力者はあらゆる手を使って新技術を独

占しようとする。 の普及を規制したり、アルゴリズ

ムを操作し自分に有益な情報を流布したり、偽情報

で大衆を煽動したり、政敵を監視したり、武器を作

ったり、である。

第 に、上記権力闘争が国家間の場合は、その

開発競争だ。 開発と社会への導入で先行する米

国がノロノロしていると中国にあっという間に追い抜

かれるだろう。 と日本は傍観者だろうか。問題は、

どの企業が 技術をコントロールするかであるが、

知財保護や補助金など技術の発展に必要なプラッ

トフォームの提供者は国家である。

第 に、 はヒトと双方向性をもつ技術で、それ

も見えないところでヒトの知的能力を凌駕して成長
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していく点だ。この「双方向性」は、これまでの新技

術とは全く異なる。例えば、核技術は爆弾に使われ

たり発電に使われたりするがヒトとの双方向性はな

い。だからヒトは正誤の価値判断に基づいて各技

術の目的を判断してきたが、双方向性のある が

働きかけてヒトの正誤の判断を左右するだろう。

技術は常に使う目的の正誤の判断を伴う。その

正誤判断は社会の権力関係で決まり、その関係は

国家の種類で変わる。民主国家は透明性と民主制

を重視するが独裁国家は権力者が勝手に正誤を

判断する。そして正誤の判断基準は権威からくるの

で、ヒトが神や家族や国家ではなく、 を権威と信

じ、影響され、行動する社会での正誤の判断は

が担うことになる。

と上手く付き合う社会を作るために、我々ヒト

全員が を学び、その使う目的の正誤の判断をヒ

トがする社会を作るべきだ。 開発とルール作りは

いたちごっこであるので、我々は に慣れそのル

ール作りの議論に活発に参加するべきだ。社会の

無知は権力者を利するだけである。
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河野 毅 （国際社会学部 教授） 
  

プログラム と をプライバシーの侵

害という理由で各国政府が規制する動きが報道さ

れている。一方、その の有用性について

の報道も多い。条件を与えると 言語パイソンを使

って数秒でゲームを書いたり、製薬目的でタンパク

質の構造を提案したり、これまでプログラマーが骨

を折ってきた仕事は が数秒で仕上げる。

の可能性を恐れる言説は多い。先述のプライ

バシーの侵害問題は法令と技術革新で対策が可

能であるが、 が人類を滅亡させるという極端な噂

は一神教の終末論に合わせて議論が沸騰している。

重要なのは、 と上手く付き合う社会を作るため

に何に留意すべきかだ。ここでは留意するべき 点

を提案したい。第 に、新技術が導入されるときに

起こる権力闘争だ。新技術 の導入が既得権益を

脅かすと権力者はあらゆる手を使って新技術を独

占しようとする。 の普及を規制したり、アルゴリズ

ムを操作し自分に有益な情報を流布したり、偽情報

で大衆を煽動したり、政敵を監視したり、武器を作

ったり、である。

第 に、上記権力闘争が国家間の場合は、その

開発競争だ。 開発と社会への導入で先行する米

国がノロノロしていると中国にあっという間に追い抜

かれるだろう。 と日本は傍観者だろうか。問題は、

どの企業が 技術をコントロールするかであるが、

知財保護や補助金など技術の発展に必要なプラッ

トフォームの提供者は国家である。

第 に、 はヒトと双方向性をもつ技術で、それ

も見えないところでヒトの知的能力を凌駕して成長
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していく点だ。この「双方向性」は、これまでの新技

術とは全く異なる。例えば、核技術は爆弾に使われ

たり発電に使われたりするがヒトとの双方向性はな

い。だからヒトは正誤の価値判断に基づいて各技

術の目的を判断してきたが、双方向性のある が

働きかけてヒトの正誤の判断を左右するだろう。

技術は常に使う目的の正誤の判断を伴う。その

正誤判断は社会の権力関係で決まり、その関係は

国家の種類で変わる。民主国家は透明性と民主制

を重視するが独裁国家は権力者が勝手に正誤を

判断する。そして正誤の判断基準は権威からくるの

で、ヒトが神や家族や国家ではなく、 を権威と信

じ、影響され、行動する社会での正誤の判断は

が担うことになる。

と上手く付き合う社会を作るために、我々ヒト

全員が を学び、その使う目的の正誤の判断をヒ

トがする社会を作るべきだ。 開発とルール作りは

いたちごっこであるので、我々は に慣れそのル

ール作りの議論に活発に参加するべきだ。社会の

無知は権力者を利するだけである。
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AI と上手く付き合う社会へ 

河野 毅 （国際社会学部 教授） 
  

AI プログラム ChatGPT3 と 4 をプライバシーの侵

外という理由で各国政府が規制する動きが報道さ

れている。一方、その ChatGPT の有用性について

の報道も多い。条件を与えると AI 言語パイソンを使

って数秒でゲームを書いたり、製薬目的でタンパク

質の構造を提案したり、これまでプログラマーが骨

を折ってきた仕事は AI が数秒で仕上げる。 

AI の可能性を恐れる言説は多い。先述のプライ

バシーの侵害問題は法令と技術革新で対策が可

能であるが、AI が人類を滅亡させるという極端な噂

は一神教の終末論に合わせて議論が沸騰している。 

重要なのは、AI と上手く付き合う社会を作るため

に何に留意すべきかだ。ここでは留意するべき 3 点

を提案したい。第 1 に、新技術が導入されるときに

起こる権力闘争だ。新技術AIの導入が既得権益を

脅かすと権力者はあらゆる手を使って新技術を独

占しようとする。AI の普及を規制したり、アルゴリズ

ムを操作し自分に有益な情報を流布したり、偽情報

で大衆を煽動したり、政敵を監視したり、武器を作

ったり、である。 

第 2 に、上記権力闘争が国家間の場合は、その

開発競争だ。AI 開発と社会への導入で先行する米

国がノロノロしていると中国にあっという間に追い抜

かれるだろう。EU と日本は傍観者だろうか。問題は、

どの企業が AI 技術をコントロールするかであるが、

知財保護や補助金など技術の発展に必要なプラッ

トフォームの提供者は国家である。 

第 3 に、AI はヒトと双方向性をもつ技術で、それ

も見えないところでヒトの知的能力を凌駕して成長
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していく点だ。この「双方向性」は、これまでの新技

術とは全く異なる。例えば、核技術は爆弾に使われ

たり発電に使われたりするがヒトとの双方向性はな

い。だからヒトは正誤の価値判断に基づいて各技

術の目的を判断してきたが、双方向性のある AI が

働きかけてヒトの正誤の判断を左右するだろう。 

技術は常に使う目的の正誤の判断を伴う。その

正誤判断は社会の権力関係で決まり、その関係は

国家の種類で変わる。民主国家は透明性と民主制

を重視するが独裁国家は権力者が勝手に正誤を

判断する。そして正誤の判断基準は権威からくるの

で、ヒトが神や家族や国家ではなく、AI を権威と信

じ、影響され、行動する社会での正誤の判断は AI

が担うことになる。 

AI と上手く付き合う社会を作るために、我々ヒト

全員が AI を学び、その使う目的の正誤の判断をヒ

トがする社会を作るべきだ。AI 開発とルール作りは

いたちごっこであるので、我々は AI に慣れそのル

ール作りの議論に活発に参加するべきだ。社会の

無知は権力者を利するだけである。 
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